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マ レ イ シ ア の 木 材 会 議

貴 島

は じ め に

マレイシアはじめての 木材会議 "Timber

Construction Conference''は1966年11月 7

- 9日にクアラル ンプールで開かれた｡ これ

は同国の農鉱省 林野局 ForestDepartment,

MinistryforLandsandMinesの主催にか

かるもので, 1959年の木材 保存会議 "Wood

PreservationConference"および 2カ月前に

開かれた林業会議 "Pan-MalaysianForestry

Conference"に続 く国内会議である｡従 って

外国からの参加者はほんの数人にすぎなかっ

たが,筆者が,たまたまタイ,マレイシアへ

の調査旅行の計画をもっているというのが契

機となって,この会議に出ることができたこ

とは,すでに本誌第 5巻第 1号の現地通信に

おいて触れておいた｡ただこの会議そのもの

については改めてここに報告 しなければなら

ない｡

この会議は,定例林学会などとは別に催さ

れたにかかわ らず,特定の問題,具体的な政

策を協議 したわけではな く,木材工業技術に

関係のある約 230名 の参加者が一堂に会 して,

恒 夫

現下の重要技術問題をシンポ･ジウム形式で十

分に討議するというのがねらいのようであっ

た｡

筆者は,このようなこともほとんど知るこ

とな く,ただ求められるままに講演の題 目と

要 旨- 本文の末尾に添付 しておいた- を

送 っておいて,会議の十数 日前にあわただし

く出発 し,タイ国の視察を終えてからこの会

議に臨んだのである｡

Ⅰ 開 会 式

会議はクアラル ンプール郊外のマラヤ大学

文学部 (写真 1)において催され,その運営

は林業 試験場 ForestResearch Institute,

Kepongのスタッフによって周到に行なわれ

た｡

開会式は11月 7日9時30分か ら同学部の 1

階,といってもこの建物も高床式になってい

るので,柱だけの風通 しのよい集会所で挙行

された (写真 2)｡

まず林業試験場長 K.D.Menon氏が開会を

宣 し,続いて林野局長官 ChiefConservator
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写真 1 会議場になったマラヤ大学文学部とその講堂 (右)
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写真2 開 会 式 場

ofForestの AbdulMajidbinMohdShahid

氏が式辞を, 農鉱大臣 AbdulRahmanbin

Ya'kub氏が祝辞を述べた (写貢 3)｡どちら

もマラヤ語と英語 とによる丁重なもので,節

者局長の式辞中には,

〃ThisTimberConstruction Conference

istheBrsteverheldinMalaysia.The

purposeoftheConferenceisto enable

allbodiesandthoseassociatedwiththe

useoftimbereitherintheir work or

intheirtradetocontributetheirideas

towardstheful別mentoftheprosperity

ofournation."

ということばが述べ られたが,とにか く従来

錫や天然ゴムといった屈指の特産物の上に立

っていたこの国に,豊富な森林資源の有効利

用の面にも拍車をかけようという気迫がみな

写真3 農鉱大臣の祝辞

ぎってきているのを感 じた｡

簡素で要領のよい開会式の後,式場後部に

準備されていた茶菓を立食 しながら,秦加者

相互の紹介や久 々の談話に,少憩のうちとけ

た一時を過 し,予定の11時からは早速会議に

移った｡

□ 会 議

会議は下記のプログラムによって,既述の

通 りシンポジウム様式で進行 した (写真 4)0

議場に選ばれた講,_lL封ま適当な大きさの階段

教室で,冷房の設備はあり,ブラインドは暗

幕にもなり,スクリーンは演壇の黒板と重な

っていて随時引き出せるようになっていると

写真 4 会議 (10)J.G.Stokes(左)と (4)C.F.Kee両氏の講演
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Programmeofworkingsessions

lstW.S. 7thNovリ11:00-12:30

(1) AdvantagesontheUseofKilnDriedTimber

C.∫.T.Niven(C.∫.T.NivenPty.LtdリAustralia)

(2) TheSituationoflmportedTropicalWoodinJapan

TsuneoKishima(WoodResearchInstitute,KyotoUniversity,Japan)

2ndW.S. 8thNovリ9:00-12:00

(3) DerivationofWorkingStressesfrom ResultsofStandardTestson SmallClear

WoodSpecimens

LeeYew Hon(ForestResearchlnstitute,Kepong)

(4) PrestressedTimber

ChinFungKee(UniversityofMalaya,KualaLumpur)

(5) UtilizationofTimberbyNationalElectricityBoardforDistributionandTrans一

missionLines

Wong Kin Hong and Tan GheeSoon (NationalElectricityBoard,Kuala

Lumpllr)

3rdW.S. 8thNovリ15:30-18:30

(6) TheUseofTimberforFurnitureConstruction

Chew CheeKin(SelangorFurnitureMakers& TradersAssociation,Kuala

Lumpur)

(7) EnemiesofWoodandWoodPestControl

P.G.M.Lee(ThomasCowan& CoHSingapore)

(8) PretreatmentofBuildingTimbersinMalaya

J.Stubbs(Hickson'sTimberPreservationLtdHKualaLumpur)

4thW.S. 9thNovリ8:00～12:00

(9) SomeNotesontheUseofNailsinTimberConstruction

Lew WingHing(ForestDepartmentHeadquarters,KualaLumpur)

(10) GangNailsandTimberEngineering

JohnG.Stokes(AutomatedBuildingComponentsPty.Ltd.,Australia)

(ll) Low CostTimberHomesandStructurebyPrefabrication

SunSa主Lan(PrefabricatedTimberHousesLtdHPetalingJaya)

5thW.S. gthNov.,14:30-17:15

(12) PotentialfortheUseofTimberinConstructioninMalaysia

N.Lehey(NormanLeheyandAssociates,KualaLumpur)

(13) Plywood-ItsConstructionandStructuralUses

K.A.Thompson(BorneoCompanyLtdリSingapore)

(14) OfTimberandArchitecture

D.R.Pritchard(TechnicalCollege,KualaLumpur)
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いった,非常によく設備された新 しい建物で

あり,開会式場の隣にい くつか並んでいる内

のひとつ｡ 3日間にまたがる5部会 working

session ともこの講堂で行なわれた｡

このプログラムからも察知できるように,

各講演者の採 り上げた話題は,構築部材の応

力問題など基礎的な事項をも含んでいるが,

いずれかといえば木材の乾燥,防虫,防腐,

釘の問題等技術的なものが主体をなし,家具,

合板, 電柱, プレ-ブ家屋 prefabricated

houseなどの製品にも及んでいて,いちおう

この国の木材工業の全般にわたっている｡

それだけに各講演ともその前半ではそれぞ

れの分野を概説するという傾向が強かった｡

これはこの会議が初回である散にとくに著 し

い色彩であるともいえようし,全参加者を一

堂に集めての会議であるか ら,一般を啓発す

るという意味からもかえって有意義なのかも

しれない｡また個 々の講演にはあらかじめそ

のフルペーパーの提出が要求されていたらし

く,いち早 くそれが参加者に一括配布されて

いたのも同様の配慮によるものといえるであ

ろう｡

また講演14題のうち第 1部会の(1),(2),

第 4部会の(10)および第 5部会の(14)は客涜

である.(1)の Niven氏は自国オ-ス トラリ

アの 例をあげて 人工乾燥の 重要性を説き,

(10)の Stokes氏も自国 オース トラリアやア

メリカで実効を収めつつあるギャング ･ネイ

ル gangnailの能率的な点を 力説 した｡ 最

後の (14)はいわば特別講浜で Pritchard氏

が73枚の建築スライ ドを順次映写 しながら名

調子をもって各国の木造建築の粋を紹介した｡

ただし日本のものは古建築に関するものばか

りであったのはいささか残念であった｡ (2)

は筆者 自身のもので,この会議の目的からは

はみ出した内容であったかもしれないし,フ

ルペーパーを出すというきまりを知 らなかっ

たので後尾に付 した要 旨だけを送っておいた

のである｡ 筆者の 講演 に対する質間の内,

｢フィリピンか らの輸入材が質量ともに漸減

しつつある｣という筆者の発言に関連 して,

この国の人達には自国材がフィリピン材に比

して劣 っているかのごとき錯覚をもっている

向きがあることに気付き,マラヤ材について

はむしろその蚕硬材に著 しい特色を感ずる旨

を答えておいた｡

個々の講演のあと十分な時間をもって質疑

応答が交され,女性をも交えた若い技術者も

活発に発言 した｡ときには座長までがその討

論に加わる場面もあったことは- 筆者にと

ってはまことに難渋ではあるが- さすがは

英語を公用語 として最近まで使っていたこの

国のこととはいえ,実に印象深いものであっ

た (写真 5)0

その辺の実況もお伝えしたいが,何分演題

も多いので一々順を追っての紹介は割愛 しな

ければならない｡ただここではこれらを通 し

て聞いた筆者の豆鋸こ残 った特色ある部分を指

的 して以下に述べたい｡

1. 基礎的事項としての応力問題

木材利用に関する基礎的研究事項に全面的

に責任を 担っている感のある林業 試験場の

LeeYewHon木材部長は,同場で採用 してい

る木材強度試験法の実例をあげて木材の作動

応力について実のある解説を行なったOこの

間是酎ま素材の許容応力,安全率に関連する事

写真5 討論 発言者はマラヤ大学工学部
の V.Navaratnarajah講師
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項であるだけに聴取も討論もなかなか熱のこ

もったものとなった｡続いての講演,マラヤ

大学工学部の ChinFungKee 教授の "プ

レス トレス材 Prestressedtimber"(写真 4)

では構築物において部材としての木材が引張

に強 く,努断と圧縮に弱いことを念亘馴こ置き

ながら,鉄板や鋼線,接着剤などを有効に駆

使 して補強を講 じ,予備応力を加えた木材か

ら pre一月exingや thermaldifference の効

果を期待するという進んだ考え方によるもの

で,副総長の貫録ある講演であった｡

2. 木材の人工乾燥

熱帯材, ことに広葉樹に必須の 人工乾燥

については, 先に触れた オース トラリア の

Niven氏 が招請講演の ひとつとして 非常に

適切な勧奨を行なった｡

3. 木材の防虫防腐

木材に保存処理の重要なことは言 うまでも

ないが,高温多雨なるが故にこの国が当面 し

ている問題として,シロアリ termite,ヒラタ

キクイムシ powderbeetleなどの 虫害と各

種木材腐朽菌,辺材変色菌の食害の厳 しさが

ある｡これらの被害および防除法,薬剤につい

ては P.G.M.Lee氏の ≠木材の敵〃 と題す

る概説(7),と J.Stubbsのスライ ド映写によ

る実例の提示 (8)とがあり,一般に業者の関

心も高 く,すでにこの分野のみの会議も催さ

れたほどであるから,討論もなかなか活発で

あった｡ただこの国では防虫をも兼ねた防腐

薬剤 として 批素系 のタナリス (TanalithU

およびC,ドイツ製)とセルキュア (Celcure

A,イギ リス製)とが 汎用されてい ることを

知ったについて,防火､防湿の点をも考慮に

入れてさらに広 く最適剤が求められて然るべ

きものとの感を深 くした｡

4. 木材に対する釘

釘については林野局の Lew Wing Hing

(9)およびオース トラリアの Stokes(10)両

氏の講演があげられる｡前者は木造建築にお

188
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ける釘の役割,近代工法に対する釘利用の可

能性を説 いたもので, この話 の中に林業試

験場で行なわれている適用 材に 関する研究

(nailability)が 紹介された｡後者では アメ

リカやオース トラリアでよく用いられている

ギャング ･ネイル (ジベルの類で,いわば釘

ブラシ)の用法,ことに後述のプレ-ブ家屋へ

の適用を,模型を持ち込んで熱心に説明した

(写真 4の左)｡同氏は AutomatedBuilding

ComponentPty.Ltd.の専務であり, 宣伝

の意味もあって,会議直後 (11月 9日の晩)

に PetalingJayaの現場に参加者を 招待,

屋根伏 トラス rOOftrusseを展示 したのであ

ったが,筆者はかつてオース トラリアで現物

を見ているので出席 しなかった｡

5. プレ-ブ家屋

ついでにプレ-ブ家屋について述べれば,

この国のものはおもにゴム園 rubberplant-

ationに働 く農夫などのための社会政策的な

ものから始まったようである｡SunSa主Lan

の講演(ll)によれば氏の会社 Prefabricated

TimberHousesLtd.はすでに約500戸のプレ

-ブ家屋を各機関に納めたという｡居間,寝

室およびダイニングキチン各 1室,浴場つき

480ft2-13坪 の簡易なものであるが,やはり

高床式｡壁体などにはもったいないくらい分

厚い板が用いられているのに,屋根は波形 ト

タン板 1枚といったところが,ど う も解 せ

ない｡この他に 西 部 諸 州にはプレ-ブ教室

prefab-Classrooms(900ft2) andteachers

quartersもすでに数百 製作した という｡そ

してこれらの部材のほとんどにセルキュアが

減圧注入されており,屋根の トラスにはギャ

ング ･ネイルが用いられているのである｡

6. 製品としての合板,電柱,家具

合板はこの国としてはそんなに古い産業で

はない｡講演(13)は Thompson 氏の広汎か

つ周到な解説であり,技術者を啓発するとこ
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ろが多かった｡電柱,配送電線用材について

は国立電気局の TanGheeSoon 技師(5)が

従来の角材電柱からコンクリー ト電柱に移行

しつつある現状を説きながら,1955年に薬剤

注入工場が出来て 以来 Keruing:DiPtero

corpusspp.や Kempas:KoomPassiama-

laccensisの丸太にタナ リスが注入され,近年

(1960-61)丸太電柱の試験も行なわれるな

ど,木材電柱もなお盛んに用いられているこ

と,ことに電柱や腕木 (Keruingや Chengal:

BalanocarPusheimiiが広 く用いられる)

には防腐防虫処理のほかに雷撃に対する考慮

(impulseresistancetest) も必須であるこ

とを説いたのは, 年間雷雨の日が 180日にも

達するマラヤにとっては当然のことなが ら,

われわれには面白い話であった｡家具につい

ては Chew CheeKin社長が発達の歴史から

説き起 こし,住様式の変化,新材料の台頭,

工法の変革にもかかわらず,木材は家具にと

って最 も好ましい材料である点を強調 し,こ

の国では 家具用材 として Dark Red Mer-

anti:Shored sppH Mersawa:AnisoPtera

spp.,Nyatoh:Palaquium spp.,Rengasl.

Glutaspp.,Sepetir:Sindoraspp.などの

樹種を自由に選択利用出来る点を指摘 した｡

家具適材の重硬材を豊富に持 ち合わせている

羨ましい国である｡

7. 木材の将来性

Lehey氏の講演 (12)は建築材 としての木

材の将来性に関するもので,素材,部材の耐

久性,耐火性に対 しては徹底的な策を講ずる

--方,ギャング ･ネイルを含む接合補助材料,

接着,積層,集成,ボックスビームなどあら

ゆる近代工法を率先採用することにより,木

写真 6 木 材 展 示 会 入 口 と 内 部

写真 7 木材展示会 会場中央の構築物とプレ-ブ家屋の展示
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材の効用,美および経済性を充分発揮させる

ことが出来て,木材 もさらに洋々たる前途を

獲得することが可能になるという,明るい考

え方を説いたもので,この会議に希望的結論

を与えたともいえる充実 した講演であった｡

Ⅲ 展 示 会 な ど

このようにして 3日間にわたる木材会議は

終わったのであるが,途中第 1日 (11月 7日)

の晩には会議に付随して行なわれた木材製品

展示会 〃TimberConstructionExhibitionけ

の開会式が,第 2日 (11月 8日)の晩には農

鉱大臣が参加者を招待 したカクテルパーティ

ーが催された｡

展示会(写真 6,7)は国立体育館 Stadium

Negaraを会場として,林業試験場をはじめ

業界のあらゆる分野か らの出品が集められ,

11月 7日か ら13日まで公開された｡その開会

式では農鉱大臣一家を中心に参加者一同が玄

関に集まって,大臣の式辞を聞いた後,随意

会場を見てまわった｡

中央広場には木橋その他構築物,プレハブ

(講演要 旨)

第6巻 第 1号

家屋の実物,床板標本のみならず,木工機,

接着剤,塗料等がそれぞれの会社によって展

示され,外囲スタンド上部のスペースには家

具,室内造作の野心作が陳列されていた｡こ

の国にまだ工場の存在 しないファイバーボー

ド類以外の製品はみなかなりの製作水準を示

している｡重硬材の多いこの国の木構造物は

われわれの目には重厚に過ぎる感はあるが,

家具や室内造作には近代的なデザインの中に

も重硬材なるが故の良さが見出された｡

農鉱大臣の招宴は公園の高処絶好の場所に

建て られている有名 な 議事堂 Parliament

Houseで開かれ,全 く儀式張らないカクテル

パーティーであった.何よりも近代建築とし

てこの国が誇りとする建物の中での清楚な交

歓は忘れ難い思い出であり,夜間照明によっ

て くっきりと浮き出た議事堂のすがたはこよ

なく印象的であった｡

おわりに筆者を招待歓迎 して下さったマレ

イシアの各方面ならびに甲斐大使 (現オース

トラリア大使) らに深 く感謝の意を表 したい｡

Thesituationofimportedtropicalwoodin Japan

(Abstract)

by

TsuneoKISHIMA

Atpresent,Japan dependsonforeign countriesforabouta quarterofitswood

consumption. Theprincipalconsumption demandsare in construction followedby

the pulping one. The outstanding increases in construction amountto about40

percentofourJapanesetimberproduction.

AnoriginalcharacteristicoftraditionalJapanwasitswoodenhouses. Nowadays,
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the number offireproofor wind-proofbuildings,thatis those builtofreinforced

concreteorsteeHrame,israpidlyincreasing, especiallyinlargecities,butinregard

totheusualhome,suchbuildingsarefew. Exceptforlargecities,almostallbuild-

ingshavebeen made ofwood,andtherateofuseofwooden buildingsin Japanis

expandingby10percenteveryyear.

Thewoodsusedinthe frameworkofJapanesehouses traditionallyhasconsisted

of"Sugi"(CryPtomeriaJaponica),"Hinoki"(ChamaecyParisobtusa),"Matsu"(mostly

Pinusdensiflora andP.thunbergii) andotherswhich arethe representativesofour

domestic softwoodspecies. Buttheresources producingthese softwood timbersare

now beingaltered,forthemostpart,tosecondaryforests,andthe diametersofthe

timbers produced are growing smaller. From olden timesthe hardwoodsgrownin

Japanhavemainlybeenusedforinteriorworks,furniture,orotherarticles.

ThetotalproductionoftimberinJapanalreadyexceedstheannu.alincrementsof

ourownforestresourcesand,accordingly,thetimberpriceisrisinggradually. Thus,

theamountoftimberimportedfrom suchplacesabroadastheU.S.A.,Alaska,Canada,

theU.S.S.R.andothercountriesis conspicuously increasing under the presentfree

trade.

InJapan,thewords "Nany6-zai" (South-Sea timbers) or "Nanp6-zai" (southern

timbers)arecommonlyusedfortropicalwood,becausemosttropicalwoodcomesfrom

thesouth,especially from the Philippines. Recentlythe importationofPhilippine

timbershasfallenbothintotalamountandinquality. Takingitsplacearetimbers

from otherpartsofSoutheastAsia,especiallythosefrom SabahandSarawak. Some

isevenbeingimportedfrom AfricaandSouthAmerica.

Theincreasingamountofimportedtimbersisessentially duetotheexpansionof

woodconsumption inJapansinceWorldWarH. Almosthalfofthisisoccupiedby

tropicalwood,whichistote comparedtothe production from theNationalForests

covering67percentofJapaneseforestlands.

Imported tropicalwoodsarechiefly appropriateforinterior work andthedetail

ofbuildingsorforplywoodand furniture manufacturing. The so-called "Karaki"

(thepreciousforeignwoodgroup)including"Shitan"(Rosewood:Dalbergiaspp.etc.),

"Kokutan"(Ebony:DiosPyrosspp.),"Tagayasan"(Ironwood:Cassiasp.etc.)etc.have

been imported from ancienttimesand are very famousand suitable forprecious

furnitureanddecoration. Teak,Mahogany,andothershavebeen welcomedforship-

makingandconstruction,aswelL

Ontheother hand,Lauan (Meranti:Shored spp.etc.),One representativeofan

imported tropicalwoodinJapan,was always treatedasarather low gradetimber

beforetheWar. But,Withthe remarkablegrowthinJapanese plywoodexportation,

theintensivepromotionofwood-basedmaterialsandnewlyperfectedwood-basedpro-

ducts,andthe increasevalueofwoodduetonew uses,itismainlybythemeritsof
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Lauan(usedfortheabove)thatforestproductshavecometoplayanimportantrole

forgainingforeigncurrency.

Alongwiththesuddengeneralincreaseintropicalwooddemand,thereisatrend

tousemoretropicalwoodswhicharerichinornamentaleffectsforinteriordecoration

andfurniturethanaretheusllaldomesticspecies. Anotherreasonforthisincrease

liesinthecurrenttrendsforwesternstylesoflivinginJapan.

Theutilizationoftropicalwoodhasforcedalterationsin ourwood-working tech-

niquesfrom softwood-workingtothetechniquesapplicabletohardwoods. Becauseof

thissomeproblemshavearisen.

First,tropicalwoodnecessarilyrequiresartificialdryingincludingareconditioning

process. Unfortunatelythisisnotalwaysstrictlycarriedoutwithimportedtropical

timbersbecauseoflackofskillinusingthismethod.

Inthewood-working itself,Crystalsand grainscontained inthebodyoftropical

woods,i.e.calcium oxalateorcarbonateandsilica,causedi侃cultiesinsawingproducing

asevereabrasionofsaw teeth. Moreover,tropicalwoodsgenerallycontainandexude

much resin or dammar,and thesecause troublein wood-working too. However

theseresinsand dammarsshow possibilitiesfor obtaining valuable extractsinthe

future.

Concerningwood preservation,thereisalwaysthe possibility oftheinvasionof

differentinsectsand fungalgrowthsnotcommonly experienced in Japanesewoods.

Damagefrom so-called Hpinholes"or〃beeholes" intrudedbycertain Lyctusinsectsis

oneoftheseriousproblemsfortheplywood,furniture,andinteriorindustries.

Inspiteoftheappearanceofvarioussubstitutesforthe use ofwood,in archi-

tectureaswellasinother丘eldofconstruction,Woodisnowregainingitshighprestige,

asanaturalmaterial,ithaspreviouslyenjoyed,appealing asitdoestothe aesthetic

senseandenhancingoursurrounding.

Animportantpointconcerningtropicalwoodsistheabundanceofspeciesastheir

characteristics,including woodswhich areextremely hard and heavyinqualityto

thosethataresoftandlight. Thispermitswidepossibilitiesin selectingthemost

suitabletypeofwoodforevery purposeofutilization. A surveyoftropicalwood

species,infact,seemstoshow aconsiderablywidedeviation ofpropertiesinaccord-

ancewiththevariationofgrowingsitesevenforagivenspecies.

Withthegrowthscalein the automation ofthewood industry,we mustseek

outthesedifferencesinwoodqualitiesattheoriginating growth siteandgiveencou-

ragementand instruction astohow toproducebetterproducts,sincetheexpanding

demandforthesewoodsrequiresproductsofbetterandmoreuniform quality.
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